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1. 次の経費について、それぞれ適当な金額を入れて、矛盾のないように表を完成させてください。 

経 費 当月支払額 
前月 当月 

当月消費額 
前払額 未払額 前払額 未払額 

特許権使用料       

支 払 家 賃       

通 信 費       

保 管 料       

修 繕 料       

 

2. 本会計年度における予定製造間接費（年間）は、（      ）円で、年間基準操業度は（     ）時間である。

10 月に、仕掛品 A に要した実際作業時間は（     ）時間、仕掛品 B に要した実際作業時間は（     ）時

間であった。製造間接費を仕掛品へ振り替える仕訳を示しなさい。 

借方 貸方 

仕掛品  製造間接費  

 

3. 10 月の製造間接費実際発生額は（      ）円であった。予定配賦額と実際消費額の差異の仕訳を示しなさい。

差異は不利差異（借方差異）が発生するように金額は設定すること。 

借方 貸方 

    

 

製造間接費  仕掛品 

実際発生額 

 

予定配賦額 

 

 

 

 

 予定配賦額  

製造間接費配賦差異 

 

 

 その他もろもろ 

… 

 

     

   製造間接費配賦差異 

   製造間接費 

 

 

 

     

 


